
●人に、街に優しいエネルギー●これまでも、これからも●

　2014 年度は、夏場の気温が低めに推移したことにより、当社の設備機器は

低負荷域での稼働時間が増え、運転効率向上という面においては大変厳しい状況と

なりました。

　そうした中、ターボ冷凍機圧縮機のインバータ化等の対策を施したことにより、

プラント総合効率（ＣＯＰ）は0.975と向上し、ＣＯ２排出量においても削減義務値

である22,765 t-CO２に対して8,128 t-CO２（36%相当）少ない14,637 t-CO２に

抑えることができました。

　また、前年度に引き続き環境負荷物質の適正管理、事務所の節電、ＰＰＣ用紙の

削減、グリーン購入等に取組みました。ＰＰＣ用紙の使用量は、資料の作成量が増加

したことにより目標数値を超過してしまいましたが、事務所の電力は目標を1.6%

越える削減ができました。
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2014年度（平成２6年度）の取り組み状況

A．投入エネルギー量
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　震災以降のお客様の節電意識・行動の定着による熱需要の減少により、低負荷域での運転が
増え、効率運転にとっては大変厳しい状況が続いております。そうした中、2013 年度に圧縮
機をインバータ化した冷熱低負荷対応機の最適運用方法を確立し、年間システムＣＯＰの更なる
向上を図るとともに、電力使用量とＣＯ２排出量の削減に取り組みました。また、更なる省エネ
に向け冷熱低負荷対応機の追加インバータ化などの省エネ対応を行いました。
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B．温室効果ガスの排出とボイラー排水
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二酸化炭素以外に温室効果ガスとして、ハイドロフルオロカーボン（23,570㎏）と六フッ化硫黄（952㎏）
を冷媒・絶縁材として扱っていますが、機器内部に適切に封入管理されております。

●電力とガス

●上　　水

●（参考）熱製造量の推移

●二酸化炭素の排出量

 1．熱供給事業環境部会
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ターボ冷凍機（TR-4Ａ)圧縮機インバータ化
常夜灯LED照明化

配管スペース通路・入口北ブロック照明回路変更
空調機（AC-3）ファンインバータ化
蒸気配管架台等保温・　断熱

冷凍機ポンプ盤（TR-2･3）変圧器冬期停止
ボイラー排水自然冷却

冷凍機室給排気ファン　土日停止（12月～3月）

省エネ項目 削減電力量 削減ガス量 削減ＣＯ2量
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●下水道への排水量
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●（参考）ボイラー排水水質基準と排水水質実績

●ＰＲＴＲ法における第一種指定化学物質
C．その他の環境負荷物質

Ｄ．プラント設備の省エネ取り組み

●ボイラーのばい煙

ヒドラジンを使用していますが、排出はされません。（ヒドラジンは水と窒素に分解）

※大気汚染防止法施行規則第15条（ばい煙等の測定）にて、ガス専焼ボイラーのばいじん濃度測定頻度は
1回 /5年となっているので2014年は実施しておりません。

ターボ冷凍機（TR-4A）圧縮機インバータ化は、2014年 11月の竣工時から2015年 3月までの削減
量を記載しております。
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A．事務所の電力使用量
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B．ＰＰＣ用紙の使用量

■事務所の節電
　・不使用時のコンセント抜きの徹底　・昼休み時間帯の消灯　・不要箇所の消灯
　・蛍光灯の間引き点灯　・パソコンの休止モードの徹底　・省エネ機器への更新　
　等を実施しており、電力使用量は14,449  kWhと、目標数値の1.6%の削減となりました。

■ＰＰＣ用紙の削減
　・裏紙利用の促進　　・電子媒体へのシフト　　・複写機の機能活用
　等を進めましたが、資料作成量の増加によりＰＰＣ用紙の使用量は99,750 枚の使用と、目標数値の
　26%の超過となりました。

■グリーン購入
　　グリーン購入作業基準に従いグリーン商品への切り替えを促進し、2008年度以降に導入した160品
　目に加え、2014年度は17品目を新たに導入しました。

■ゴミの分別収集・廃棄
　　ワールドインポートマート棟のゴミ処理フローに合わせ、7 種類（可燃物・不燃物・ビン
　缶・ペットボトル・生ゴミ茶殻・リサイクルペーパー・再生品）に分別して廃棄しました。

 2．オフィス活動環境部会

※ 事務所面積 ： 移転前420㎡・移転後246㎡（2012年 3月移転）




